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３ 受賞評価のポイント

主な業績

カタクチイワシとマイワシの間で優占魚種が入れ替わる「魚種交替」現象は気候変動
に起因する。しかし、環境変動に魚がどのように反応して魚種交替に至るかという生物
学的メカニズムには不明点が多い。「何故、同じ海洋条件下で、カタクチイワシは繁栄
し、マイワシは崩壊し、そして入れ替わるのか?」「何故、異なる海洋生態系間で魚種交
替は同期するのか?」独自の視点から魚種交替の生物学的メカニズムの解明に取り組んだ。

● 既存の有力説はカタクチイワシとマイワシで摂餌生態が異なることに着目した「栄養
動態」仮説であった。これに対し、カタクチイワシとマイワシの間で初期生活史におけ
る成長速度最適水温が異なることに着目した「成長速度最適水温」仮説を提唱した。
● 様々な小型浮魚類 (カタクチイワシ、マイワシ、サバ類、マアジ) の最適水温値と資源
高水準期、適水温範囲と資源変動規模が密接な関係にあることを示し、仮説を拡張した。
● 様々な環境要因 (水温、塩分、餌) に対するカタクチイワシとマイワシの産卵特性を魚
種間および海洋生態系間 (黒潮海流域とカリフォルニア海流域) で比較した結果、水温お
よび塩分に対する特性では、両海流域間でカタクチイワシとマイワシの魚種間関係が逆
転していた。太平洋の東西で水温の高低の関係が逆であるにもかかわらず、魚種間関係
が逆転しているため、魚種交替が同期するというシナリオを考案した。産卵現場の餌の
量に対する特性では、産卵へのエネルギー割り当て戦略の違いも明らかになった。
● 同じカタクチイワシ属あるいはマイワシ属の魚種でも、海流域が異なれば生物特性は
劇的に異なる。環境要因に対する生物特性は海流域ごとに魚種特有であることを示した。
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２ 業績の概要

カタクチイワシとマイワシの間で優先魚種が入れ替わる「魚種交替」現象の生物学的
メカニズムについて、既存の仮説では説明できない現象を説明する新たな仮説を提唱
し、様々な魚種や環境要因について比較を行い、今後の資源変動予測に貢献しうる成
果を上げられた点が高く評価された。



 太平洋を越えて魚種交替パターンが酷似する黒潮海流域とフンボルト海
流域の比較に焦点を当て、ペルー海洋研究所との強固な共同研究体制の
下、産卵生態、初期生態、資源生態、海洋環境、数理モデルを含む研究
課題を推進中。他海域 (チリ、ブラジル、モロッコ) へも活動は波及。

 太平洋を越えた魚種交替メカニズムを解明しつつ、海洋分野および数理
モデル分野との連携によって、資源変動の将来予測につなげる。

「何故、同じ海洋条件下で、カタクチイワシは繁栄し、マイワシは崩壊し、そして入れ替
わるのか?」「何故、異なる海洋生態系間で魚種交替は同期するのか?」環境に対する魚の
反応に着目して、これらの疑問をできる限り単純かつ直接的に説明する経路を探索した。
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背景

成果

太平洋を越えた魚種交替メカニズムの解明と予測に向けて
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魚種交替は
太平洋を越えて同期

気候変動に起因する
地球規模の現象

太平洋の東西で水温の高低の関係が逆である
にもかかわらず魚種交替は同期する。

同じカタクチイワシ属あるいはマイワシ属の魚種でも、海流域が
異なれば生物特性は劇的に異なる。魚種間関係逆転すらある。
環境要因に対する生物特性は海流域ごとに魚種特有である。

カタクチイワシ マイワシ

カタクチイワシとマイワシで初期生活史における成長速度最
適水温が6ºC異なる。異なる成長速度最適水温の間で水温
変動が起こることにより、魚種の有利・不利が入れ替わる。

「成長速度最適水温」仮説

産卵現場の餌の量に対
する特性では、産卵への
エネルギー割り当て戦略
の違いも明らかになった。

太平洋の東西で水温の
高低の関係が逆であるに
もかかわらず、魚種間関
係が逆転しているため、
魚種交替が同期する。

様々な環境要因 (水温、
塩分、餌) に対するカタク

チイワシとマイワシの産
卵特性を魚種間および海
洋生態系間で比較した。

水温特性の場合の例

成長速度最適水温

カタクチイワシ仔魚
22ºC

マイワシ仔魚
16ºC

「魚種交替」

気候変動に伴ってカタクチ
イワシとマイワシの間で優
占魚種が入れ替わる現象。


